


出雲観光大使◎福間泰正さん

ショップ店員◎村松理香さん

建築設計士◎山根悠さん

出雲のそば屋では定
番メニューとなって
いる割子そば。ひと
皿ずつ薬味を調節で
きる魅力も

１番から６番まで、それぞ
れの窯で表情が変わる、い
までは珍しい登り窯

猟師◎田中正人さん

会社員◎安達昭人さん

そば職人◎石原健太郎さん

海
や
山
も
い
い
け
れ
ど
、

出
雲
の
歴
史
や
文
化
を
肌
で

感
じ
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
。
全
国
で
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
、
隠
れ
た

名
所
を
巡
っ
て
み
よ
う

地
元
な
ら
で
は
の
食
材
を

い
た
だ
く
こ
と
は
、
旅
の
大
き
な

楽
し
み
の
一
つ
。
自
然
が
育
ん
だ

新
鮮
食
材
と
、
職
人
の
技
が

凝
縮
し
た
、
出
雲
な
ら
で
は
の

料
理
を
ご
堪
能
あ
れ

歴
史
の
あ
る
町
に
は
必
ず
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
巧
み

の
技
術
が
あ
る
。
そ
れ
を
発
見

す
る
旅
も
な
か
な
か
の
も
の
。

職
人
の
心
こ
も
る
ア
イ
テ
ム

か
ら
出
雲
の
温
も
り
が
…
…

日本海を見渡せる展望デッキがあり、周囲には
サスペンスドラマで登場しそうな絶壁が

さざえなど海の幸をい
ただけるお土産屋さん
が立ち並ぶ。お店によ
っては海鮮定食なども

梅の風味が清々しい、こ
ちらも人気の梅とじそば。
まったりとしたそば湯が
体を温めてくれる

味噌汁やすまし汁の具
としてはもちろん、焼
けばお酒のつまみにも
なる大振りさが人気

現代の文化に適した、使えるアイテムを意
識して作られた数々の作品

当時の暮らしを可愛
らしいミニチュアで
再現。古代人の仕事
ぶりが伝わる

発見された柱に基づいて作られた、
想像の出雲大社の模型。1/10サイズ
なので博物館の天井に届くほど巨大

同じ徳川幕府により建てられ
たこともあり、日光東照宮と
雰囲気が似ている。ちなみに
着工は東照宮建立の翌年
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ほおかむりしたパッケージが印象的。（左から）まめすぼりプ
リン¥200 ／まめすぼりヨーグルト¥180 ／まめすぼりアイス
¥250 ／まめすぼりシャーベット¥250（すべて希望小売価格）。

1＿たっぷり葱と鴨肉の和風辛味ソース￥950。2＿ナスと椎茸・小柱のペペロンチーノ アン
チョビ風味￥800。3＿牛すじ肉とパプリカの味噌クリームソース￥900。このほか、山芋と
オクラ・半熟卵の冷静パスタなど和のテイストを前面に出したメニューも人気を集めている

1kg ￥1000、3kg ￥3000で発送
※冬場は収穫時期から外れるので少し価値が
上がり、1kgあたり￥1300になります

1＿出雲茶きんとき　夏場でなくても冷
やして食べると清々しい。￥210。　　
2＿抹茶もなか　緑色の抹茶入りアンが
香ばしい。￥105。
3＿出雲茶ようかん　甘みと苦みが新鮮。
￥105。
4＿抹茶ろおる　カステラとクリームに
出雲茶が練り込まれている。￥525。
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「
水
の
都
」
と
も
呼
ば
れ
る
熊
本
の

豊
富
な
地
下
水
を
生
か
し
、
新
し
い
名

物
料
理
を
開
発
し
よ
う
と
生
ま
れ
た

「
熊
本
の
名
物
料
理
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
要
注
目
。

　

肉
、
魚
、
野
菜
、
調
味
料
な
ど
、
熊

本
で
生
産
ま
た
は
加
工
さ
れ
た
素
材
を

５
品
目
以
上
使
用
し
た
汁
物
や
ス
ー
プ

料
理
を
「
肥
後
す
ぅ
ぷ
」
と
し
て
各
店

舗
で
提
供
し
て
い
る
の
だ
。
今
で
は
熊

本
市
内
を
中
心
に
、
そ
の
数
な
ん
と
42

店
。
和
食
、
中
華
、
イ
タ
リ
ア
ン
、
ア

ジ
ア
ン
な
ど
、
種
類
も
豊
富
。
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
も
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
熊

本
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
ご
当
地
す

ぅ
ぷ
巡
り
を
し
て

み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

〝
最
高
の
隠
し
味
〞と
評
さ
れ
る
、
豊
か
な
地
下
水
を
使
用
し
た
ス
ー
プ

●石川県 七尾商工会議所「ニュー大豆飴」

● 

熊
本
県 

熊
本
商
工
会
議
所

「
肥
後
す
ぅ
ぷ
」

● 

宮
城
県

塩
釜
商
工
会
議
所

「
塩
竈
き
ら
ら
」

地
域
の
風
土
が
生
み
出
し
た海

の
も
の
か
ら
山
の
も
の
ま
で
、
日
本
各
地

に
は
豊
か
な
食
文
化
が
点
在
し
て
い
る
。
そ

の
歴
史
を
見
直
し
な
が
ら
、
新
た
に
開
発
さ

れ
た
商
品
た
ち
。
現
地
で
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
お
土
産
に
、
贈
答
用
に
と
、
広
く
勧
め

た
く
な
る
逸
品
が
揃
っ
た

伝
統
的
な
製
法
で
生
ま
れ
た

天
然
塩
と
サ
メ
軟
骨
の
コ
ラ
ボ

　

宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
ま

ぐ
ろ
の
水
揚
げ
高
全
国
一
を
誇
る
塩
竈

市
。
塩
釜
商
工
会
議
所
で
は
、「
元
気
・

新
鮮
・
お
い
し
い
食
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
魚
介
類
や
無
農
薬
野
菜
な
ど
を
使

用
し
た
漁
師
好
み
の
食
事
、
酒
、
お
菓

子
、
民
芸
品
を
開
発
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
塩
竈
き
ら
ら
」
は
、
地
元
に

伝
わ
る
伝
統
的
製
塩
法
を
再
現
し
て
作

っ
た
天
然
塩
と
、
選
び
抜
か
れ
た
サ
メ

の
軟
骨
を
使
用
し
た
酢
の
物
。
コ
ラ
ー

ゲ
ン
と
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
が
豊
富
に
含

ま
れ
、
美
容
や
健
康
に
も
最
適
な
一
品

と
な
っ
て
い
る
。

上品な味わいと独自
の食感が魅力の「塩
竈きらら」。￥525。
 塩竈料理 翠松亭
 022-362-1777

「川蟬カレー物語」　
和風バー川蟬の裏メニューとして、常連
客から絶大な人気を誇るカレーがレトル
トになって登場。一袋￥630。
 川蟬　  096-355-9029

● 静岡県 焼津商工会議所

「鰹ちゃ」「鰹魚醤ペースト」
鰹のうま味を堪能できる、注目の新商品！
　かつおやまぐろの水揚げで知られる静岡県の焼津漁港。焼津
商工会議所では、そんな地域の特産品である「“かつお”及び“ま
ぐろ”を使った新商品開発事業」を実施。さまざまな商品が試
作されるなか、「鰹ちゃ」と「鰹魚醤ペースト」が早くも商品化。
どちらも鰹の風味が生かされた、素晴らしい出来栄えだ。

かつおを塩漬けにして醗酵
させた魚醤をペースト状に
仕上げた調味料。価格未定。
 カネオト石橋商店
 054-628-2920

ティーバックを入れたカップにお湯を注げ
ば、即席の和風スープが完成。価格未定。
 ちきり清水商店　  0120-629-355

豊
か
な
城
下
町
が
育
ん
だ
銘
菓
を

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
人
気
商
品

　

大
豆
飴
と
書
い
て
「
ま
め
あ
め
」
と
読
む

こ
の
お
菓
子
の
歴
史
は
古
く
、
七
尾
ゆ
か
り

の
戦
国
大
名
・
前
田
利
家
公
へ
献
上
し
た
記

録
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
時
代
に
お
菓
子
製

造
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
城
下
町
と
し

て
、
ま
た
七
尾
湾（
能
登
半
島
）に
よ
る
海
上

交
通
の
要
所
と
し
て
、
文
化
的
に
も
経
済
的

に
も
栄
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

七
尾
商
工
会
議
所
は
、「
和
菓
子
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
〝
大
豆
飴
〞
復
興
と
ま
ち
な
か
観
光

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
と
題
し
、

こ
の
銘
菓
を
復
刻
さ
せ
、
進
化
さ
せ
た
。

　

原
料
は
、
大
豆
か
ら
作
る
き
な
こ
、
も
ち

米
か
ら
作
る
麦
芽
糖
水
飴
。
そ
こ
に
、
大
納

言
入
り
抹
茶
や
、
ゆ
ず
、
シ
ナ
モ
ン
＋
ド
ラ

イ
フ
ル
ー
ツ
と
い
っ
た
現
代
風
の
ト
ッ
ピ
ン

グ
を
加
え
た
「
ニ
ュ
ー
大
豆
飴
」
は
、
日
本

茶
は
も
ち
ろ
ん
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
に
も
よ
く

合
う
上
品
な
味
わ
い
。
そ
の
風
味
が
、
大
豆

飴
な
ら
で
は
の
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
と
相

ま
っ
て
、
つ
い
つ
い
手
が
出
て
し
ま
う
新
た

な
銘
菓
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
豆
に
は
主
に
タ
ン
パ
ク
質
、
炭
水
化
物
、

脂
質
、
水
分
、
灰
分
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
や
、
細
胞
の
癌
化
を

抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン

も
含
ま
れ
て
お
り
、
い
ま
や
健
康
食
と
し
て

も
人
気
。
能
登
観
光
の
際
に
は
、
お
土
産
と

し
て
是
非
買
い
求
め
た
い
、
美
味
し
く
て
身

体
に
も
優
し
い
名
品
な
の
で
あ
る
。

前田公が太閤秀吉に献上し
たといわれる安土桃山時代
に焦点をあて、当時の原料、
製造方法で作られた「復刻
版大豆飴」。当時の道具で
も簡単に作れたと考え、棒
状の形になっている。贈答
用（18本入り）。￥1500。

「復刻版大豆飴」

素材には、石川県能登町
を中心に県内で生産され
た大豆を使用している。
また、復刻版では大豆を
直火焙煎し、あえて石臼
挽きするなど、当時の製
法に限りなく近い作業で
製造されている

「肥後すぅぷ ふわふわ鍋」
馬つくね、鱧のはんぺん、出汁、南関
あげ、すりゴマがセットになっており、
家庭でも気軽に本格的な鍋が楽しめる
セット。￥5000（送料込み）。
 和食 島崎　  096-351-0321

大豆飴を現代風にア
レンジした「ニュー大
豆飴」。大納言入り抹
茶、ゆず、シナモン（ド
ライフルーツ入り）
の３種類。各￥500。
 花月
0767-52-5285

● 

北
海
道

札
幌
商
工
会
議
所

「
黒
大
豆
」

独自の栽培基準を設けた大豆の新ブランドが登場
　国産大豆の生産量において、15 ～ 20％を占める北海道。
なかでも札幌大豆は、独自の栽培基準、生産履歴があり、
また生産者の顔が見えるオリジナルブランドとして注目を
集めている。
　そんななか、札幌大豆を使用した新しい商品開発を札幌
商工会議所が実施中。現在、ケーキやクッキー、ブラウニ
ーなど、数多くの試作品が生まれている。新しい地域の特
産品が生まれる日は、すぐ間近に迫っている。

札幌大豆のおいしさを最
大限に引き出した、黒豆
シリーズ。価格未定。
 池田食品
 0120-417-082
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昔
な
が
ら
の
自
然
や
文
化
に
触
れ

体
験
も
で
き
る
自
然
塾
が
人
気

　

秋
田
県
南
部
に
位
置
す
る
横
手
市
は
、
奥

羽
山
脈
の
裾
野
に
広
が
る
街
並
み
を
横
手
川

が
貫
き
、
美
し
い
城
下
町
と
し
て
知
ら
れ
る
。

冬
の
伝
統
行
事
「
か
ま
く
ら
」
祭
り
が
有
名

な
こ
の
横
手
で
、
緑
豊
か
な
土

地
柄
を
活
か
し
、「
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
i
n
よ
こ
て
」
と
い
う

自
然
塾
を
、
横
手
商
工
会
議
所

が
08
年
７
月
に
開
催
し
た
。
カ

ヌ
ー
体
験
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン

グ
、
伝
承
文
化
の
勉
強
会
な
ど

に
、
親
子
で
参
加
で
き
る
と
い

っ
た
内
容
だ
。
近
郊
か
ら
だ
け

で
は
な
く
、
関
東
に
住
む
親
子

の
参
加
も
目
立
ち
、
反
響
も

上
々
。
都
市
と
農
村
の
交
流
が

で
き
る
夏
の
観
光
ツ
ア
ー
と
し

て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

身
も
心
も
ゆ
る
り
と
ほ
ど
け
る

宮
津
・
ロ
ケ
地
巡
り
の
旅
路
へ

　

映
画
の
中
の
主
人
公
の
よ
う
に
、
物
語
の

舞
台
を
旅
し
て
み
た
い
。
き
っ
と
誰
も
が
一

度
は
、
こ
ん
な
願
望
を
抱
い
た
こ
と
が
あ
る

は
ず
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
全
国
各
地
か

ら
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
、
映
画
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
愛
す
る
町
の
魅

力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
。
日
本
三
景
の
ひ
と
つ
、

天
橋
立
を
有
す
る
京
都
府
・
宮
津
商
工
会
議

所
の
「
魅
て
食
べ
て
癒
し
の
観
光
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
そ
の
代
表
例
と
い
え
る
。

　

昨
年
の
秋
に
公
開
さ
れ
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
ヒ

ッ
ト
中
の
映
画
『
天
国
は
ま
だ
遠
く
』
の
舞

台
と
な
っ
た
宮
津
で
は
、
公
開
と
並
行
し
て

〝
宮
津
・
天
橋
立
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
〞を
作
成
。

天
橋
立
か
ら
、
世
屋
高
原
の
棚
田
地
帯
、
市

街
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
ま
で
、
宮
津
の
名

所
・
史
跡
を
網
羅
す
る
充
実
ぶ
り
に
、
映
画

の
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
観
光
客
の

関
心
も
一
挙
に
集
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
絶

景
を
愛
で
る
こ
と
以
外
に
も
楽
し
み
は
満
載
。

丹
後
と
り
貝
や
宮
津
ひ
も
の
な
ど
、
こ
の
地

な
ら
で
は
の
美
味
に
舌
鼓
を
打
つ
も
よ
し
。

釣
り
体
験
や
定
置
網
漁
業
体
験
で
、
旅
の
思

い
出
を
作
る
も
ま
た
一
興
。

　

映
画
の
主
人
公
が
、
宮
津
で
癒
さ
れ
再
生

し
て
い
っ
た
よ
う
に
…
…
。
こ
の
風
光
明
媚

な
自
然
の
里
へ
、
自
分
を
取
り
戻
す
旅
に
出

か
け
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

●京都府 宮津商工会議所

「宮津・癒しの
ロケ地巡りの旅」

自
然
と
心
が
癒
さ
れ
る
原
風
景

そ
の
土
地
土
地
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、

日
本
各
地
で
行
わ
れ
る
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
風
光
明
媚
な
自
然
に
包
ま
れ
た
り
、

壮
大
な
歴
史
に
想
い
を
馳
せ
た
り
…
。
思

わ
ず
旅
に
出
た
く
な
る
よ
う
な
個
性
豊
か

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
こ
こ
に
集
結
！

写真左／宮津と由良を結ぶ通称、安寿ロマン
海道。北近畿タンゴ鉄道が走る絶景スポット
写真右／宮津湾の海の幸、丹後米など、滋味
豊かな食の特産物が溢れている

映画『天国はまだ遠く』
の撮影で実際に使った
ロケ地を、撮影風景と
ともに紹介する、ロケ
地マップ。市内の観光
施設で手に入る。観光
名所、体験・見学施設、
特産品などの情報が盛
り沢山。４～５時間で
回れるモデルコ―スも
紹介されているので参
考にしてみては

宮津の旅の心強い味方
ロケ地マップ片手に旅しよう

● 

北
海
道 

帯
広
商
工
会
議
所

「
雄
大
な
大
地
で
育
ま
れ
た

ば
ん
馬
に
触
れ
る
」

● 

秋
田
県 
横
手
商
工
会
議
所

「
親
子
で
参
加
す
る
自
然
塾
」

世
界
で
唯
一楽
し
め
る

ば
ん
え
い
競
技
発
祥
の
地
へ

　

農
耕
馬
の
祭
典
と
し
て
明
治
時
代
に
行
な

わ
れ
て
い
た
馬
の
力
比
べ
が
起
源
だ
と
い
わ

れ
る
「
ば
ん
え
い
競
馬
」。
北
海
道
が
発
祥

の
地
方
競
馬
と
し
て
多
く
の
フ
ァ
ン
を
集
め

て
い
る
。鉄
製
の
ソ
リ
を
引
い
た
競
走
馬
が
、

2
0
0
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
抜
き
つ
、
抜

か
れ
つ
競
い
合
う
、
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

レ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
の
も
、
今
で
は
帯
広
だ

け
に
な
っ
た
。
世
界
で
唯
一
の
競
馬
を
目
的

に
、
国
内
外
問
わ
ず
観
光
客
が
訪
れ
る
ほ
ど

と
な
っ
て
い
る
。

　

帯
広
商
工
会
議
所
で
は
そ
の
産
業
を
活
か

し
た
「
ば
ん
馬
ブ
ラ
ン
ド
」
を
展
開
。
ば
ん

馬
ま
つ
り
の
開
催
や
十
勝
チ
ー
ズ
、
ラ
ー
メ

ン
な
ど
特
産
品
と
ば
ん
馬
を
コ
ラ
ボ
す
る
土

産
物
の
開
発
な
ど
の
関
連
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
る
。一
度
見
れ
ば
た
ち
ま
ち
虜
に
な
る
、

ば
ん
え
い
競
馬
。
そ
の
興
奮
を
体
感
す
る
た

め
に
、
帯
広
の
地
を
訪
れ
て
み
て
は
。

　昭和30年代のノスタルジックな街並みが残る豊後高
田市。商工会議所では、この街並みを活かしたユニー
クな地域おこしをおこなっている。今年、開催された
「タイムスリップ検定」は、昭和世代の大人だけでな
く、平成生まれの子供の心も掴み、好評を博した。筆
記と実技があり、筆記では「当時のサラリーマンの月
収は？」など世相問題を出題。実技は、フラフープな
どの懐かしいおもちゃで遊ぶといったもの。少年時代
の心を取り戻す、そんなひと時が過ごせそうだ。

懐かしい昭和の街並みを歩き
昭和検定を受検しよう！
● 大分県 豊後高田商工会議所

写真上／十勝平野のほぼ中央、東北海道
西端に位置する帯広市。肥沃な土地が広
がる　写真下／公営競技としての地方競
馬は、帯広競馬場でのばんえい競馬のみ。
年間を通してレースは毎週末開催される

体験プログラムの一例、
蛇の崎河原での水遊び。
宿泊は、保呂羽山を背
景に、出羽丘陵に建て
られた秋田県立保呂羽
山少年自然の家

大正７年に創業したウエガキ薬局など、建造物の佇まいが
昭和の原風景を思わせる。昭和の玩具を売っている店も

● 群馬県 桐生商工会議所
「ノコギリ屋根工場から
歴史を学ぶ」
ノコギリ屋根工場の造形美と、若き才能に触れられる
　江戸時代から絹織物で栄える桐生市には、明治に染織物工場とし
て建てられたノコギリ屋根工場が残存し、その数は日本一を誇る。
ノコギリの刃のような屋根は染織物工場としての機能美に優れ、近
代化遺産としても名高い。さらに今では、アーティストの工房にも
使われ、新たな芸術が生まれる場に。昨年、桐生商工会議所では、
伝統工芸と現代アートを集めた物産市「ノコギリ屋根博覧会」を開催。
現代と伝統が融合する町は、一日中いても飽きることはない。

丸帯、七五三帯、袋帯といった帯を生産している後藤織物のノコギリ屋根工場。桐生市の工場
は、ひとつひとつが個性的で魅力的だといわれ、約230棟のノコギリ屋根工場が残存する

丹後半島の東南、標高約500mに位
置する世屋。黄金の稲穂波打つ棚田
では丹後米の生産が盛ん。古き良き
里山の景観が色濃く残る地域だ
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農
民
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た

伝
統
工
芸
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ

　

か
つ
て
、
津
軽
地
方
で
は
綿
の
栽
培

が
困
難
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
衣
服
の
ほ

と
ん
ど
は
麻
布
で
で
き
て
い
た
。
さ
ら

に
、享
保
９
年
の
「
農
家
倹
約
分
限
令
」

に
よ
り
、
農
民
は
木
綿
の
着
用
が
許
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
寒
い
冬
場

は
麻
布
の
粗
い
布
目
に
糸
を
細
か
く
刺

し
、
保
温
性
と
耐
久
性
を
高
め
た
「
津

軽
こ
ぎ
ん
刺
し
」
が
誕
生
し
た
。

　

現
在
、
弘
前
商
工
会
議
所

で
は
、
そ
ん
な
用
の
美
と
も

い
え
る
伝
統
的
製
法
を
現
代

に
蘇
ら
せ
、
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
展
開
を
目
指
し
て
い
る
。

●北海道 旭川商工会議所

「旭川クラフト」

匠
が
創
り
出
す
あ
ら
た
な
る
ブ
ラ
ン
ド

日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
モ
ノ
づ
く
り
の

知
恵
は
、
高
度
な
技
術
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
古
き
良
き
伝
統
を
伝
え

る
職
人
た
ち
。
彼
ら
は
、
昔
な
が
ら
の
製

法
を
守
り
な
が
ら
も
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た

製
品
を
数
多
く
生
み
出
し
て
い
る

厳
冬
の
地
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る

優
し
い
風
合
い
の
工
芸
品

　

観
光
地
と
し
て
人
気
の
旭
山
動
物
園
が
あ

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
北
海
道
第
２
の
都
市

旭
川
。
こ
こ
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
20
度
を

下
回
る
こ
と
も
多
い
厳
冬
の
地
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
か
ら
歴
史
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
芸

文
化
が
栄
え
て
き
た
。
素
材
と
な
る
シ
ナ
の

木
、
栓
の
木
、
槐
（
エ
ン
ジ
ュ
）
の
木
と
い

っ
た
木
材
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

木
工
技
術
は
国
内
で
も
屈
指
の
レ
ベ
ル
に
達

し
て
い
る
。
ま
た
、
粘
土
質
の
土
壌
を
も
つ

た
め
陶
芸
も
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
そ
ん
な
旭
川
の
工
芸
・
ク
ラ
フ
ト

文
化
を
推
進
し
、
地
域
で
生
ま
れ
た
製
品
を

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
注
目
な
の
が
、
木
を
極
限
ま
で

薄
く
削
り
出
し
、
素
材
の
温
か
み
と
と
も
に

口
当
た
り
の
良
さ
を
実
現
し
た
高
橋
工
芸
の

C
a
r
a
シ
リ
ー
ズ
と
K
A
M
I
シ
リ
ー
ズ
。

高
度
な
技
術
か
ら
生
ま
れ
る
新
感
覚
の
木
製

食
器
類
は
、
ど
ん
な
食
卓
に
も
す
っ
き
り
と

溶
け
込
む
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
に
も
、
i
P
o
d
ケ
ー
ス
や
、
す
っ
き
り

と
コ
ー
ド
を
巻
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
ラ
プ

カ
ル
な
ど
、
現
代
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を

展
開
す
る
t
o
・
m
o
・
n
i
に
も
熱
い
視

線
が
注
が
れ
て
い
る
。

　

豊
か
な
資
源
を
活
用
し
、
技
術
と
ア
イ
デ

ア
を
盛
り
込
ん
だ
旭
川
工
芸
の
数
々
。
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
で
生
ま
れ
る
、
新
し
い
モ
ノ
作
り

か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

蜜源植物としても知られ
る、槐（エンジュ）の木。
細い木材のため、木工に
使用されることは極めて
少ない。しかし、削って
曲面を出していくと美し
い木目が生まれる

木
を
薄
く
削
り
出
す
、
高
橋
工
芸
の
高
橋
氏
。
し
っ

か
り
と
強
度
を
保
ち
な
が
ら
も
、
た
わ
む
ほ
ど
薄
く

仕
上
げ
る
に
は
高
い
技
術
を
要
す
る
。
そ
こ
か
ら
磨

き
を
か
け
、
手
に
馴
染
む
美
し
い
仕
上
げ
を
施
す

カップ（L→R）：CaraコップM￥2940、KAMI
グラスL-L ￥2730、KAMIマグM￥3675。
 高橋工芸　  0166-22-6353

iPodケース（参考商品）、ラプカル64￥1260。
 to・mo・ni　  050-5523-8814

● 静岡県 富士商工会議所

「cuiorA（キオラ）」

　珠洲焼は、12世紀後半から15世紀末
にかけ、能登半島の先端に位置する珠
洲市周辺で作られた焼物。当時、日本
各地に広まり隆盛を極めたものの、戦
国時代に忽然と姿を消し、以来“幻の
古陶”と呼ばれていた。
　それから約400年後の現在、わずか
に残された断片をもとに発祥の地で復
活。新しい歴史が再び刻まれようとし
ている。深い黒の上品な輝きは素朴で
力強く、今後も多くの人を魅力してい
くだろう。

伝統が織り成す美しさ
● 石川県 珠洲商工会議所

「珠洲焼」

デザイナーに島村卓実氏を起用した
富士の新ブランド「cuiorA」に注目
　富士山の清らかな水を通じ、古くから紙作りの
街として栄えてきた富士市。現在では、エコ素材
としても注目されている紙を用い、“紙による、紙
のための、紙のデザイン”として「cuiorA」ブラ
ンドを創出。デザイナーには、木製バッグの

「monacca」などで知られるクルツ社のインダス
トリアルデザイナー島村卓実氏を起用した。
　現在、さまざまな特性を持つ紙素材を使い分け、
ユニークな製品が続々登場中。今年の４月から一
部商品化も始まる予定。
 キオラ　  info@cuiora.com

紙バンドを使用したバッグに、ラ
ミネート紙を使用した一輪挿し。
新しい紙の魅力を堪能したい

（写真上より）2WAYバッグ
￥8925、ハット￥5775（57、
59cm）、￥6300（61、63cm）、
クッション￥7350。

 弘前こぎん研究所
 0172-32-0595

原紙を巻き取る際に
使う、紙管を使用し
たラック。通常では
捨てられる素材を巧
みに利用している

オープン価格。
 燕商工会議所 地域振興課
 0256-63-4119

飾り気のないシンプルさの中に、
上品な力強さが漂う珠洲焼の茶碗
 珠洲焼全国展開実行委員会
 0768-82-1115

ビールの美味しさにこだわった、磨き技術を堪能すべし
　燕市は江戸時代に生まれた和釘などの和製金属生産に始まり、その後もさ
まざまな金属加工で栄えてきた。燕商工会議所では、共同受注方式による「磨
き屋シンジケート」を発足。その新たな試みとして生まれたのが、ステンレ
ス製のリユースカップである。現在、野外フェスなどで何度でも使用できる
エコなアイテムとして現在高い人気を誇っている。

● 新潟県 燕市商工会議所

「リユースマイカップ」

すべての工程は燕市でおこな
われている。卸は最小100個
から受注。オリジナルロゴを
プリントすることも可

● 

青
森
県 

弘
前
商
工
会
議
所

「
津
軽
こ
ぎ
ん
刺
し
」

津軽こぎん刺しは、
基本的に縦糸の奇
数目を数えながら
刺すため、菱形の
デザインが多いの
が特徴
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左より、dropホワイト ¥30000、dropピンク  ¥35000、
moon ¥10000、honuピンク ¥35000、
honuホワイト ¥30000。

高知商工会議所
高知県高知市本町1-6-24
088-875-1177 

● 北海道 
「室蘭カレーラーメン」

ご当地グルメは
B級グルメ
「各務原キムチ」
● 岐阜県・各務原商工会議所 

「地域資源∞全国展開プロジェク
ト」の中には、グッとくるネーミング
のものも多い。ここでは、思わず詳
しい内容を知りたくなるプロジェク
トを誤解とともに紹介します

地域資源∞
全国展開プロジェクト

北の大地の新しい味
カレーラーメン旋風巻き起こる！
　ラーメン店の約６割がカレーラーメ
ンを提供する室蘭。各店がしのぎを削
って開発したカレースープは、スパイ
シーで北海道特有のちぢれ麺によく絡
み、一度食べたらヤミツキになること
請け合い。めざすは、札幌の「みそ」、
函館の「塩」、旭川の「醤油」に続く
第４の味。北の大地の新ラーメンはブ
レイク間違いなし！

● 高知県 
「珊瑚ジュエリー」
加工してパーツ利用もできる ！
悠久のときが刻まれた宝石珊瑚
　光の届かない深海で、数百年という歳月を
かけて育つ宝石珊瑚。日本最大の珊瑚加工技
術を持つ高知に、そんな貴重な宝石珊瑚の真
の美しさを次世代に受け継ごうという想いか
ら、「Sea Proof」は誕生した。デザイン性に
優れながらも、価格は今までになくリーズナ
ブル。悠久のときを越えて受け継がれる輝き
を、颯爽と身にまといたい。

● 長野県 
「御牧ヶ原ニョッキ」
幻の“白土ばれいしょ”を食卓に
歯応え楽しい絶品ニョッキ
　御牧ヶ原台地の白土ばれいしょは、一般
にはあまり出回ることのない幻の特産品。
そんな白土ばれいしょをメジャーにと、ニ
ョッキやスープなどさまざまな商品を開
発。特にレトルトパックのニョッキはでん
ぷん質が多く、甘みと粘りが強い白土ばれ
いしょの魅力を存分に楽しめ、独特の歯応
えもクセになると人気を集めている。

● 愛媛県 
「八幡浜ちゃんぽん」
あっさり味スープが新感覚
八幡浜のちゃんぽんが今アツい！
　鶏ガラ出汁の醤油味あっさりスープと弾力ある
太麺。具材には海産物やかまぼこ、じゃこ天など
の練り物をたっぷりと。そんな八幡浜ちゃんぽん
の魅力を全国に広めたいと始まったのが、「八幡
浜ちゃんぽんプロジェクト」。人口約４万人の八
幡浜に、ちゃんぽんを扱う飲食店が40以上。日本
有数のちゃんぽん文化の真髄を体感して。

● 栃木県 
「かんぴょううどん」
原料を粉末にするという発想
小山かんぴょうの新たな可能性
　日本有数の生産量を誇る小山のかんぴょう。この原料の夕
顔の実を粉末にするという、かつてない発想から生まれたの
がこちら。ミネラルや食物繊維などの栄養分はそのままに、
かんぴょうを作るときには捨てる皮や中綿、種も利用できる
一石二鳥の新名物だ。国産小麦粉と合わせた麺は舌触りなめ
らかながら、もちもちの食感が楽しめる。

　B級グルメ人気ナンバー１を決める、
「B-1グランプリ」にて昨年３位入賞を
果たした各務原のキムチ鍋。各務原でキ
ムチが生まれたのは、2004年に韓国の春
川との姉妹都市提携１周年事業としてお
こなったイベントで、爆発的な人気を誇
った手作りキムチがきっかけである。以
来、各務原の特産であるニンジンと春川
の特産である松の実を使ったキムチを

「各務原キムチ」と定義し、各種料理や
グッズで町おこしがおこなわれている。

ま
だ
ま
だ
あ
る
ぞ
！

地
元
の
良
質
な
資
源
を
使
っ
て
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
を
生
み
出
し
、
全
国
に
愛
す
る
地
域
の

魅
力
を
伝
え
よ
う
と
努
力
す
る
各
地
の
商
工

会
議
所
。
そ
の
想
い
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た

逸
品
が
ま
だ
ま
だ
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
！

● 

徳
島
県　

小
松
島
商
工
会
議
所

　

メ
タ
ボ
に
は
や
は
り
阿
波
踊
り
ダ
イ
エ
ッ
ト
し

か
な
い
!?　

実
は
こ
の
事
業
、
小
松
島
の
特
産
品

で
あ
る
生
鮮
食
品
や
加
工
食
品
で
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ

ュ
ー
を
開
発
し
、
観
光
エ
リ
ア
を
巡
回
で
き
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
い
う
も
の
。

そ
れ
ら
意
識
の
啓
発
・
予
防
・
改
善
に
つ
な
が
る

プ
ラ
ン
を
「
こ
ま
つ
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
と
定
め

る
。
観
光
の
つ
い
で
に
メ
タ
ボ
解
消
だ
！

● 

長
野
県　

飯
山
商
工
会
議
所　

飯
山
で
う
さ
ぎ
を
追
っ
て
い
た
ら
、
熊
さ
ん
に

出
会
い
、
逃
げ
て
る
う
ち
に
、
お
む
す
び
が
こ
ろ

り
。
ん
、
何
か
が
違
う
。
最
初
か
ら
違
っ
た
、
飯

山
で
は
な
く
彼
の
山
だ
！　

し
か
し
、
調
べ
て
み

る
と
「
故
郷
」
の
作
詞
家
は
長
野
県
出
身
。
実
は

こ
の
事
業
、
５
年
後
に
迫
っ
た
新
幹
線
飯
山
駅
開

業
を
視
野
に
入
れ
、
新
た
な
観
光
資
源
開
発
を
目

指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
あ
る
。

● 

愛
知
県　

常
滑
商
工
会
議
所〝

ク
ー
ル
な
フ
ロ
ー
で
Ｙ
Ｏ
Ｕ
を
沸
か
し
、
ゴ
ー

ル
ド
で
キ
メ
、
賞
を
総
ナ
メ
、
Ｓ
Ｏ
俺
ら
レ
ペ
ゼ

ン
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
〜
〞
な
ど
、
ラ
ッ
プ
の
フ

ロ
ウ
（
歌
い
ま
わ
し
）
を
極
め
る
事
業
だ
と
思
っ

た
ら
大
間
違
い
。
こ
れ
は
、〝
お
風
呂
で
過
ご
す
癒

し
の
時
間
〞
を
テ
ー
マ
に
、
常
滑
焼
の
浴
槽
や
浴

室
回
り
製
品
の
開
発
を
お
こ
な
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
の
で
あ
っ
た
。

● 

山
口
県　

萩
商
工
会
議
所

　

顔
を
膨
れ
上
が
ら
せ
た
フ
グ
が
、
倒
幕
を
企
て

て
い
る
か
の
よ
う
な
、
パ
ン
チ
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
名
。
し
か
し
、
維
新
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ

う
に
、
こ
の
事
業
に
は
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
ト
ラ
フ
グ
神
話
の
な

か
で
、
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
荻
が
誇
る
天
然
物

の
マ
フ
グ
を
広
め
よ
う
と
い
う
思
い
。
そ
の
味
の

良
さ
は
、
ト
ラ
フ
グ
に
負
け
な
い
も
の
な
の
だ
。

● 

富
山
県　

魚
津
商
工
会
議
所

　

蜃
気
楼
の
よ
う
に
、
私
の
人
生
す
べ
て
幻
だ
っ

た
…
。
そ
ん
な
漫
画
「
奇
面
組
」
最
終
回
の
よ
う

な
夢
落
ち
ス
ト
ー
リ
ー
か
と
思
い
き
や
、
魚
津
は

本
当
に
蜃
気
楼
が
見
ら
れ
る
街
で
あ
っ
た
。
雄
大

な
自
然
が
残
る
魚
津
の
豊
か
な
生
活
を
生
か
し
、

そ
こ
で
〝
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に
遊
ぶ
〞
観
光
事

業
や
、
巻
き
蒲
鉾
の
「
魚
津
し
ん
き
ロ
〜
ル
」
な

ど
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
る
。

● 

愛
知
県　

春
日
井
商
工
会
議
所

　

テ
キ
ト
ー
に
や
っ
て
、
寝
た
い
と
き
に
寝
て
、

食
べ
た
い
と
き
に
食
べ
る
。
そ
ん
な
夢
の
よ
う
な

生
活
が
許
さ
れ
る
、
春
日
井
市
に
移
り
住
み
た

い
！　

そ
う
思
っ
た
人
は
早
と
ち
り
。
こ
の
サ
ボ

は
、
春
日
井
市
が
実
生
栽
培
で
全
国
シ
ェ
ア
1
位

を
誇
る
サ
ボ
テ
ン
の
こ
と
。
現
在
、
こ
の
事
業
か

ら
、
食
品
か
ら
グ
ッ
ズ
ま
で
、
数
多
く
の
サ
ボ
テ

ン
ア
イ
テ
ム
が
生
ま
れ
て
い
る
。

「味の大王 室蘭本店」カレーラーメン　¥700。
室蘭商工会議所　北海道室蘭市海岸町2-3-2
0143-22-3196

● 長野県 
「黒曜石麦茶」
おいしさの秘密は黒曜石
「信州黒曜石物語」ブランドの麦茶
　下諏訪和田峠の黒曜石は世界的にも良質で、黒曜石岩層か
らの湧水は地元でも名水とされる。この自慢の天然素材の特
色を活かそうと、麦茶を開発。麦茶パックに封入した黒曜石
のクラスター効果やマイナスイオン効果で水を活性化させ、
麦の成分を存分に引き出すと評判だ。寒い季節は、麦の風味
と香りが際立つホット麦茶で温まりたい。

信州黒曜石物語 麦茶
（15パック入り） ¥630。
下諏訪商工会議所
長野県諏訪郡下諏訪町4611
0266-27-8533

かんぴょううどん　価格未定。
小山商工会議所　栃木県小山市城東1-6-36
0285-22-0253

「清家食堂」八幡浜ちゃんぽん　¥480。
八幡浜商工会議所　愛媛県八幡浜市北浜1-3-25
0894-22-3411

● 広島県 

「宮島アントチーズ」
“あん”と“チーズ”の幸せな出合い
和と洋の菓子職人の情熱を感じて
　元祖・和洋折衷スイーツともいえる、ご当地自
慢のもみじ饅頭。その誕生から100年を経て、地
元の和・洋菓子職人たちが新たな和洋折衷スイー
ツ、白餡入りチーズケーキを作り上げた。主役は
最高級備中産白小豆のつぶ餡とオーストラリア産
チーズ。アクセントに地元名産の無花果を。甘み
と酸味が絶妙なハーモニーを奏でる逸品だ。

宮島アントチーズ（レギュラーセット／5個入り）　¥1600。
廿日市商工会議所　広島県廿日市市本町5-1
0829-20-0021

御牧ヶ原ニョッキ
（140g） ¥470。
小諸商工会議所
長野県小諸市相生町3-3-3
0267-22-3355

昨年、久留米市でおこなわれた「B-1グラン
プリ」での受賞シーン。鍋の材料は、各務原
キムチ、豚バラ肉、絹ごし豆腐、長ネギ、ニ
ラなどの野菜と研究された秘伝のミソなど。
程よい辛さと旨さで人気を博した
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